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昭
和
五
十
一
年
五
月
十
四
日
提
出 

質

問

第

一

七

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

の
建
設
に
伴
う
環
境
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
一
年
五
月
十
四
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

前 
尾 
繁 

三 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

中 

島 

武 

敏 

 

一 

 



 

道
路
行
政
に
つ
い
て
は
、
産
業
中
心
と
か
あ
る
い
は
自
動
車
優
先
の
考
え
方
で
は
な
く
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発

展
と
地
域
住
民
の
利
便
、
環
境
を
第
一
義
的
に
考
え
た
住
民
本
位
の
立
場
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

こ
と
は
、
今
日
、
自
明
の
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。 

昭
和
五
十
二
年
春
開
通
予
定
の
高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

沿
線
は
、
す
で
に
日
照
被
害
が
あ
り
、
開
通
後
は
さ
ら 

 

に
、
大
気
汚
染
、
騒
音
、
振
動
な
ど
の
被
害
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
万
全
の
公
害
対
策
、
被
害
補
償
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
、
高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

に
お
い
て
は
、
環
境
対
策
の
大
前
提
で
あ
る
総
合
的
、
科
学
的
環
境
影
響
評

価
が
い
ま
だ
に
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
照
被
害
に
対
す
る
補
償
も
被
害
者
の
要
求
に
ほ
ど
遠
い
な
ど
、
環
境
を

第
一
義
的
に
考
え
た
道
路
作
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。 

 
高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

の
建
設
に
伴
う
環
境
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

一 

公
共
事
業
に
関
す
る
環
境
影
響
評
価
の
必
要
性
は
す
で
に
国
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
道
路
も
そ
の

例
外
で
は
な
い
。
昭
和
四
十
七
年
六
月
六
日
の
閣
議
了
解
「
各
種
公
共
事
業
に
係
る
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
」

で
は
、
「
公
共
事
業
に
つ
い
て
、
当
該
公
共
事
業
実
施
主
体
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
環 

 
 

境
に
及
ぼ
す
影
響
の
内
容
及
び
程
度
、
環
境
破
壊
の
防
止
策
、
代
替
案
の
比
較
検
討
等
を
含
む
調
査
研
究
を
行

わ
し
め
、
そ
の
結
果
を
徴
し
、
所
要
の
措
置
を
と
ら
し
め
る
等
の
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
」
と
し
て
、
国
の

行
政
機
関
の
責
務
を
明
確
に
し
て
い
る
。 

よ
つ
て
、
高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

沿
線
の
環
境
を
守
る
立
場
か
ら
、
以
下
の
諸
点
に
つ
い
て
政
府
の
責
任
あ
る
明

確
な
回
答
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

の
都
市
計
画
の
告
示
が
閣
議
了
解
以
前
の
昭
和
四
十
三
年
九
月
で
あ
る
た
め
に
、
事
前

の
本
格
的
な
環
境
影
響
評
価
が
十
分
に
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
言
つ
て
い
る
が
、
環
境
破
壊
の
恐
れ
が
現
実
化
し

て
い
る
今
日
、
工
事
着
工
後
で
あ
つ
て
も
環
境
影
響
評
価
は
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。 

四 

 



 

二 

首
都
高
速
道
路
公
団
の
高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

に
関
す
る
「
将
来
交
通
量
推
定
資
料
」
に
よ
る
と
、
推
定
交
通
量

は
「
す
べ
て
の
都
市
計
画
道
路
が
完
成
し
た
も
の
と
し
て
推
定
し
て
い
る
」
と
な
つ
て
お
り
、
「
す
べ
て
の
都
市

計
画
道
路
」
の
完
成
を
前
提
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

が
完
成
し
、
供
用
を
予
定
し
て
い

る
昭
和
五
十
二
年
春
ま
で
に
「
す
べ
て
の
都
市
計
画
道
路
」
が
完
成
し
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
従
つ
て
、
公

団
の
交
通
量
推
定
は
前
提
が
間
違
つ
て
い
る
。 

大
気
汚
染
に
つ
い
て
は
、
公
団
は
現
況
調
査
、
予
測
と
も
に
行
つ
て
い
な
い
。
公
団
は
「
排
気
ガ
ス
は
道
路

の
責
任
で
な
く
、
車
の
責
任
で
あ
る
」
と
し
て
、
排
気
ガ
ス
の
予
測
に
つ
い
て
は
「
都
、
区
と
相
談
の
う
え
で
検 

建
設
省
は
、
高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

事
業
の
「
実
施
主
体
」
で
あ
る
首
都
高
速
道
路
公
団
に
対
し
、
環
境 

 
 

 

影
響
評
価
の
実
施
を
指
導
す
る
責
任
が
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
つ
て
き
た
の
か
伺
い
た 

い
。 こ

の
推
定
交
通
量
を
前
提
に
し
た
「
将
来
交
通
騒
音
推
定
資
料
」
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。 

五 

 



 

高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

の
ほ
と
ん
ど
は
板
橋
区
内
に
な
る
が
、
板
橋
区
は
、
環
七
、
川
越
街
道
、
中
仙
道
と 

 
 

い
う
幹
線
道
路
が
走
り
、「
公
害
健
康
被
害
補
償
法
」
の
指
定
地
域
に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど
大
気
汚
染
の
ひ
ど
い
地

域
で
あ
る
。
騒
音
は
、
い
ま
で
も
環
境
基
準
を
超
え
る
地
域
が
多
い
。
特
に
高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

沿
線
は
住
宅

密
集
地
域
で
あ
り
、
そ
の
被
害
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
振
動
に
つ
い
て
も
、
高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

が
出
井
川
の

埋
め
立
て
地
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
問
題
に
な
る
前
に
十
分
な
調
査
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
従
つ 

 

て
、 振

動
に
つ
い
て
は
、
公
団
は
「
供
用
開
始
し
て
問
題
に
な
れ
ば
調
査
す
る
」
（
同
前
、
鈴
木
理
事
長
の
回
答
）
と

し
て
い
る
。 

以
上
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

の
環
境
影
響
評
価
は
全
く
実
施
さ
れ
て
い
な
い
に
等
し
い

状
況
で
あ
る
。 

討
し
て
い
く
」
と
の
態
度
を
と
つ
て
い
る
。
（
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
十
七
日
鈴
木
理
事
長
の
回
答
） 

六 

 



 

三 

高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

は
、
新
大
宮
バ
イ
パ
ス
に
接
続
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
新
大
宮
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て 

 

は
、
道
路
構
造
、
環
境
対
策
等
に
つ
い
て
住
民
と
の
話
し
合
い
の
結
果
、
現
在
、
本
格
的
工
事
が
中
止
さ
れ
て

い
る
。 

(3) 

調
査
方
針
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
沿
線
住
民
に
公
表
し
、
納
得
の
い
く
説
明
を
す
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
、
ど
う
か
。 

(2) 

ま
た
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
ん
な
項
目
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
調
査
を
実
施
す
る
の
か
政
府
の
見

解
を
伺
い
た
い
。 

(1) 
公
団
は
総
合
的
、
科
学
的
環
境
影
響
評
価
を
直
ち
に
実
施
す
べ
き
で
あ
り
、
政
府
は
そ
の
た
め
に
徹
底
し

た
指
導
を
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

住
民
の
要
求
に
沿
つ
た
新
大
宮
バ
イ
パ
ス
の
完
成
以
前
に
、
中
台
ラ
ン
プ
を
供
用
す
る
こ
と
は
、
ラ
ン
プ
周

辺
の
住
民
に
、
排
気
ガ
ス
、
騒
音
等
の
多
大
の
交
通
公
害
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
公
団 

七 

 



 

四 

高
速
五
号
線(
Ⅱ
期)
沿
線
に
は
十
校
を
超
え
る
小
、
中
、
高
校
が
あ
り
、
大
気
汚
染
、
騒
音
、
振
動
に
よ
る

児
童
、
生
徒
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
子
供
の
健
康
を
守
る
た
め
の
特
別
の
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

五 

環
境
影
響
評
価
の
結
果
、
ま
た
供
用
開
始
の
結
果
、
大
気
汚
染
、
騒
音
が
環
境
基
準
を
超
え
る
場
合
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
ず
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

六 

高
速
五
号
線(

Ⅱ
期)

に
よ
る
日
照
被
害
補
償
に
つ
い
て
、
公
団
は
、
昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
三
日
の
建
設

事
務
次
官
通
達
「
公
共
施
設
の
設
置
に
起
因
す
る
日
陰
に
よ
り
生
ず
る
損
害
等
に
係
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
」
の

基
準
を
準
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
基
準
は
多
く
の
問
題
点
を
も
つ
て
お
り
、
被
害
者
の
要
求
に
ほ
ど
遠 

は
ラ
ン
プ
付
近
の
交
通
量
の
予
測
す
ら
行
つ
て
い
な
い
。 

中
台
ラ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
周
辺
が
住
宅
街
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
特
に
環
境
影
響
評
価
の
徹
底
を
図

り
、
万
全
の
対
策
が
確
立
し
た
の
ち
に
供
用
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

八 

 



 

第
一
に
、「
対
象
地
域
」
か
ら
、
商
業
地
域
等
を
除
外
し
て
い
る
。
ど
こ
に
住
ん
で
い
よ
う
と
受
け
る
被
害
は

同
じ
で
あ
る
。
台
東
区
の
場
合
、
上
野
公
園
以
外
は
ほ
と
ん
ど
商
業
地
域
で
あ
る
が
、
そ
こ
は
全
く
の
対
象
外

と
さ
れ
、
被
害
補
償
は
受
け
ら
れ
な
い
。 

第
三
に
、
貸
間
、
貸
家
収
入
で
生
計
を
営
む
人
の
場
合
、
日
陰
の
た
め
に
借
間
、
借
家
人
が
転
居
し
た
あ 

 
 

と
、
い
ま
ま
で
よ
り
安
い
家
賃
で
貸
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
て
も
補
償
さ
れ
な
い
。 

第
五
に
、
補
償
額
が
極
め
て
低
い
。
昭
和
四
十
九
年
冬
に
工
事
請
負
業
者
が
現
物
支
給
し
た
補
償
は
、
事
実

上
公
団
の
指
示
で
実
施
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
金
額
に
す
る
と
四
人
家
族
で
七
万
円
と
な
る
。

建
設
省
の
基
準
は
そ
れ
の
四
分
の
一
以
下
で
あ
る
。 

い
も
の
で
あ
る
。
主
な
も
の
だ
け
で
も
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
。 

第
四
に
、
日
陰
に
よ
る
地
価
の
減
価
分
が
補
償
さ
れ
な
い
。 

第
二
に
、
住
宅
以
外
の
病
院
、
保
育
園
、
商
店
、
事
業
所
な
ど
は
補
償
の
対
象
に
指
定
し
て
い
な
い
。 

九 

 



 

(4) 

住
宅
以
外
の
病
院
、
保
育
園
、
商
店
、
事
業
所
な
ど
に
つ
い
て
も
実
害
を
こ
う
む
る
場
合
は
補
償
す
べ
き 

(3) 

用
途
地
域
の
種
類
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
宅
は
す
べ
て
対
象
に
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う

か
。 

(2) 

金
銭
で
補
償
す
る
場
合
は
、
一
括
一
度
払
い
で
な
く
、
毎
年
査
定
し
て
補
償
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
、
ど
う
か
。
補
償
に
つ
い
て
の
住
民
と
の
結
着
が
つ
く
ま
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
冬
の
現
物
支
給

の
補
償
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

(1) 
日
照
被
害
に
対
す
る
沿
線
住
民
の
要
求
は
、
土
地
の
買
い
上
げ
、
代
替
地
の
提
供
、
反
射
鏡
の
設
置
、
日

照
を
阻
害
し
な
い
防
音
壁
の
設
置
な
ど
多
種
多
様
で
あ
り
、
今
回
の
金
銭
に
よ
る
補
償
も
そ
の
一
つ
で
あ 

る
。
従
つ
て
、
被
害
補
償
は
、
被
害
者
の
多
種
多
様
な
要
求
に
対
応
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど

う
か
。 

こ
の
よ
う
な
基
準
で
は
、
受
認
の
限
度
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
補
償
と
し
て
全
く
不
十
分
で
あ
る
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

(5) 
日
照
被
害
に
よ
る
家
賃
の
値
下
げ
分
に
つ
い
て
は
家
主
に
補
償
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

(6) 

日
照
被
害
に
よ
つ
て
地
価
が
減
価
す
る
こ
と
は
、
昭
和
五
十
年
十
月
十
五
日
の
自
治
省
税
務
局
固
定
資
産

税
課
長
通
達
「
都
市
計
画
施
設
の
予
定
地
に
定
め
ら
れ
た
宅
地
等
の
評
価
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
で
も
認
め

て
い
る
が
、
土
地
の
売
却
の
際
に
は
地
価
の
減
価
分
を
補
償
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


